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ナースが地域の自慢のおみやげをご紹介！

自慢の

おみやげ
Collection

看護の学びに
役立つ情報を紹介します

みがき

Let’s

みがき vol.3

兵庫県看護協会
会長　　　　　
成田康子さん

今回の推薦者

「エンド・オブ・ライフ

ケア」について看護実践の

視点からまとめた同著の改

訂版。実践の基礎となる理

論を充実させた「理論編」

と、慢性疾患と共に生きる

人・子どもの病状経過と、

老いと共に生きる高齢者の

看取りを軸に、エンド・オ

ブ・ライフケアを必要とす

る場面でのアプローチをまとめた「実践編」で構成され

ています。地域づくりにも活用できる実践書。

地元の酒蔵と菓子店がコラボして誕生したパウンドケーキ。ほ

んのりとした日本酒の香りとしっとりふんわり食感がお気に入

りです。福祉事業所が製造を担当した新しい地元の味です。

カップ １個300円、パウンドケーキ１本1380円（各税抜）

神戸ふれあい工房　078－334‒2011（神戸市役所内）

vol.3
兵庫県 Japanese SAKE cake

長江弘子　編
日本看護協会出版会
2500円（税別）

看護実践にいかす
エンド・オブ・ライフケア　第2版

の講師として本会に看護師派遣の依頼がありまし

た。このような動きが活発化するとよいと思ってい

ます。

　チーム医療において「つなぐ」役割を求められる

看護職ですが、実際の業務における他職種への理解

はまだまだ十分ではありません。まずは、各職種が

何を考え、何をしているかを知ることが、チーム医

療での役割を果たすための大前提。そうでなければ、

患者さんが必要とする支援を的確にコーディネート

することはできません。協議会での活動を通して本

協会としてもそれを再認識し、2019年度の本会の

教育研修には栄養士や歯科衛生士から学ぶ研修を新

設しようと考えています。

　看護職には「時間」「空間（場所）」「思い」をつ

なぎ、「人」をつなぐ力が重要です。それには、自

らつながろうとする姿勢、周囲からつながりたいと

思われる価値を有する必要があることを忘れてはな

りません。本会には、そんな看護職としてのあり方

を地域の看護職に伝えていく責任があると思ってい

ます。

公益社団法人　兵庫県看護協会

会員数／3万1424名
　　　　（2018年9月30日現在）
住所／兵庫県神戸市中央区
　　　下山手通5-6-24
https://www.hna.or.jp

2018年度
合同研修会のポスター
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看護の中で出合いがちな
接遇にかかわる困りごとに答えます

株式会社 C-plan 代表取締役
小山美智子さん解答

患者さんからの声かけにうまく対応
できているか自信がありません。
どうすれば患者さんに満足してもら
えるの？

しっかり聴く姿勢をもつことが大切
です。訴えの内容をしっかり捉え、
患者さんの思いをくみ取れるように
しましょう。

Q. A.

&Q A
お助け！
接遇
どう
したらいい？

vol.4

看護情報誌ティアラ　No.120 2019年1月発行（隔月）

● 発行者／ニプロ株式会社　大阪市北区本庄西 3-9-3 ● 編集協力／ナース専科PLUS編集部

患者さんからの声かけは、困っていることややってほ

しいことを知る「チャンス」だと考え、訴えの内容をし

っかり聴きましょう。叶わない可能性の高い訴えでも、

すぐに断らず確認するようにします。自分で対応できな

いときはほかのスタッフに申し送りを行い、専門性が求

められる場合は専門分野の職員や上司と連携して対応し

ます。

なかには要望をうまく伝えられない患者さんもいます。

「特に変わった様子もなく、声かけに返事がないので用事

がないと思っていた」という看護師の声を聞くことはあ

りませんか。そのような場合、ひと言足りなかった可能

性があります。「何かお手伝いできることはありません

か？」と一歩踏み込んでみるなど、遠慮がちな患者さん

に対しては、相手の気質に合わせた受け答えをすること

も必要です。

患者さんから声をかけられたときは、たとえ忙しくて

も「怪訝な」「面倒な」表情をしたり、わからなくてもた

らい回しにするのは厳禁です。ナースコールには「どう

されましたか？」ではなく「すぐうかがいます」と答え、

なるべく早くうかがうよう努めます。


